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研究要旨 

   

大阪地域では大阪市と協働して、コミュニティセンターdista での検査会『dista

でピタッとちぇっくん』、大阪府と協働としたクリニック検査『¥0 性病検査！頼れる

街のお医者さん』も継続して実施し、ゆうそう検査機会の拡大も継続した。 

dista でピタッとちぇっくんの利用者は 144 人で、HIV 新規陽性者 2 人、梅毒陽性

者 20 人であった。¥0 性病検査！頼れる街のお医者さんの利用者はⅠ期が 120 人利用

し、HIV 陽性者 2 人、梅毒陽性者 30 人、B 型肝炎陽性者 0 人であった。Ⅱ期は 113 人

利用し、HIV 陽性者 2 人、梅毒陽性者 21 人、B型肝炎陽性者 1 人であった。 

ゆうそう検査は総計 200 キットを配布し、実際に検体を郵送会社に郵送したものは

83 人であった。そのうち 97.6％が結果にログインしていた。HIV 陽性件数は 2 件（推

定新規陽性率 1.7%）、梅毒の陽性件数は 10 件（既感染も含む）（推定新規陽性率 1.7%）

であった。検体を郵送した 83 人のうち、60 人はアンケート結果との連結に同意して

いた。 

郵送検査利用者の属性については、対面配布かつ ID 連結の同意を得た 22 名におい

ては、30 歳未満が 18.2％を占めた。近畿地域の居住者が 95.5％であった。これまで

の検査経験がなかったものの割合は 13.6％であった。過去 1 年の検査経験がなかった

ものは全体のうち 63.6％であった。MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンターのこ

とをあまり知らない人・全く知らない人の割合は 22.7％であった。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 38 人においては、30 歳未満が 15.8％を占めた。

近畿地域の居住者が 89.5％であった。これまでの検査経験がなかったものの割合は

15.8％であった。過去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち 34.2％であった。

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンターのことをあまり知らない人・全く知らな

い人の割合は 39.5％であった。 

新型コロナ感染症に伴う自粛や休業に対応しながらのゆうそう検査の進行には困

難、課題があったが、今後クリニック検査やセンターで実施している検査提供プログ

ラムと棲み分け法も考えつつ最適な検査提供モデルを検討していく必要がある。 

 

 

A.研究目的と背景 

先行研究から、HIV 検査の選択肢を増やすこ

とは、検査行動の促進につながることがいわれ

ている。保健所の HIV 検査は非常に重要である

が、地方都市や平日に保健所に来所できないク

ライアントには時間の都合や距離の遠さから

不便さも伴う。また令和 2 年 2 月からの新型コ

ロナ感染症拡大に伴い、保健所での検査提供は

7 割以上減少となっている。この減少を埋める

ためにも新たな検査機会での補完が急務と

なった。 

そこで、大阪地域では自己採血の DBS 検体を

送付しスクリーニング検査を受けるゆうそう

検査のコミュニティセンターdista での対面

配布、WEB 配布を実施した。MSM が利用しやす

い HIV・梅毒の検査の選択肢を増やし、期間集

中で配布を実施し、検査普及における有効性の

評価を行う。また大阪地域では大阪市と協働し

て、コミュニティセンターdista での検査会

『dista でピタッとちぇっくん』、大阪府と協

働としたクリニック検査『¥0 性病検査！頼れ

る街のお医者さん』も継続して実施した。 
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B.研究方法 

コミュニティセンターdista での検査会

『dista でピタッとちぇっくん』の方法は大阪

市と協働し、過去に報告した内容と同様の方法

で行った。今年度は曜日を固定し、隔月で 6

回の検査を行った。 

大阪府、大阪健康安全基盤研究所と協働とし

たクリニック検査『¥0 性病検査！頼れる街の

お医者さん』は、１期を 2021 年 8 月 1 日～9

月 30 日、2 期を 2021 年 11 月 1 日～12 月 18

日で実施し、MASH 大阪は広報を担った。 

郵送検査キットは、コミュニティセンター

dista では、MASH 大阪では主に 4 つの方法で配

布した。 

①dista 来場者へ配布 

②TwitterDM/メールを使った配布 

③ハッテン場やイベント会場での配布 

ゲイ向け商業施設利用者向け資材「イクな

び」（MASH 大阪寄付金制作）、情報を掲載し、

ゲイ向け商業施設アウトリーチした。またゲ

イ・バイセクシュアル男性がよく利用するアプ

リでのバナー広報、twitter での広報を実施し

た。dista 来場者への郵送検査キット配布は情

報を伝え、手渡した。ガイダンスには下図のよ

うなガイダンスシートを作成し、使用した。 

 

 
 

Twitter ではダイレクトメールを活用して

以下のようなやりとりをふまえて配布した。 

例） 

Q：郵送検査キットを受けたいです。 

＝１回目の返信＝ 

D：このまま DM で説明いたします。事前説明の

後、web アンケートへの回答をお願いします。 

D：事前説明のための画像をお送りします。内

容をよくご確認ください。 

D：（事前説明画像送信） 

 

D：内容が確認できましたら、次に WEB アンケー

トへの回答をお願いします。 

D：https://www.gmhp.jp/SH-2020/945495 

D：最終画面に数字８桁の ID が表示されます。

（ID は申し込み用紙記入時に必要になるため、

スクショなど画面を保存することをお勧めい

たします。） 

 

Q：アンケートに答えました。 

＝２回目の返信＝ 

D：下記サイトから、ゆうそう検査キットの受

取登録ができます。 

D：https://www.std-lab.jp/e/DST01 

D：ご案内は以上となります。 

D：今は、HIV は適切な治療を行うことで、性

行為で感染しない時代となりました。U=U

（https://uujapan.jp/）など、HIV の情報も

日々アップデートされています。ご利用ありが

とうございました。 

 

なお、本研究は名古屋市立大学看護学部研究

倫理審査委員会に設置された倫理審査委員会

により承認を得た。 

 

C.研究結果 

1）dista でピタッとちぇっくんの概要 

 外国人向けに通訳も配置し、気軽に立ち寄れ

る雰囲気に配慮した。採血の際や結果受取時の

不安等、検査の前や後の相談を行っており、初

めての人やこれまで情報を届けられなかった

層においては性感染症に関する知識や情報を

提供できる機会も設けた。利用者は 144 人で、

HIV 新規陽性者 2 人、梅毒陽性者 20 人であっ

た。 

 

2) ¥0 性病検査！頼れる街のお医者さんの概要 

 結果はⅠ期が120人利用し、HIV陽性者 2人、

梅毒陽性者 30 人、B 型肝炎陽性者 0 人であっ

た。Ⅱ期は 113 人利用し、HIV 陽性者 2 人、梅

毒陽性者21人、B型肝炎陽性者1人であった。 

 

3) 検査キットの配布日・配布件数 

2021 年 10月 1日から 12月 26 日まで配布し

た。①dista 来場者へ配布では 59 人、②

TwitterDM/メールを使った配布では 68 人、③

ハッテン場での配布では 32 人、イベント会場

では 41 人が受け取り、総計 200 キットを配布

した。 
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4）検査キット検体の送付状況とアンケートの

結果 

アンケートに回答したもので有効回答で

あったのは 92 人であった。また実際に検体を

郵送会社に郵送したものは 83 人であった。そ

のうち 97.6％が結果にログインしていた。HIV

陽性件数は 2 件（推定新規陽性率 1.7%）、梅毒

の陽性件数は 10 件（既感染も含む）（推定新規

陽性率 1.7%）であった。 

検体を郵送した 83 人のうち、60 人はアン

ケート結果との連結に同意していた。 

 

表１ 郵送検査利用者の概要 

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対⾯配布数
WEB配布数

b

c

d 81 ( 97.6% )

e 1 ( 1.2% )

f 2 ( 2.4% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 1.4 ( 1.7% )

g 4 ( 4.8% )

h 10 ( 12.7% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 1.3 ( 1.7% )

i 60 ( 72.3% )

ｊ 59 ( 71.1% )

ｋ 44 ( 53.0% )

追跡可能者実数︔無料ID使⽤者数（割合 i/c）
事後アンケート回答者数（割合 j/c）
追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症
判定不能者数（割合 e/c）
陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒
判定不能者数（割合 g/c）
陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算
出し、（利⽤者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居
住地が不⼀致な場合も含む。

利⽤率︔配布数に占める利⽤者数(c/a) 41.5%

結果確認者数︔結果画⾯のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

受検者アンケート回答者数 92
利⽤者数︔郵送検査会社での受付数 83

配布総数 200
132
68

mash⼤阪

⼤阪

dista

 
 

郵送検査利用者の属性については、対面配布

かつ ID 連結の同意を得た 22 名においては、30

歳未満が 18.2％を占めた。近畿地域の居住者

が 95.5％であった。これまでの検査経験がな

かったものの割合は 13.6％であった。過去 1

年の検査経験がなかったものは全体のうち

63.6％であった。 

過去 6 ヶ月間の男性との性交経験は 77.3％

であり、ハッテン場を利用した性交経験が

45.5％であった。3 人以上の複数人での性交経

験も40.9％であった。また過去6ヶ月間のPrEP

の使用経験は 13.6％であった。コンドーム常

用割合は 22.7％であった。 

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセン

ターのことをあまり知らない人・全く知らない

人の割合は 22.7％であった。 

WEB配布かつID連結の同意を得た38人にお

いては、30 歳未満が 15.8％を占めた。近畿地

域の居住者が 89.5％であった。これまでの検

査経験がなかったものの割合は 15.8％であっ

た。過去 1 年の検査経験がなかったものは全体

のうち 34.2％であった。 

過去 6 ヶ月間の男性との性交経験は 86.8％

と高く、ハッテン場を利用した性交経験が

34.2％であった。3 人以上の複数人での性交経

験も28.9％であった。また過去6ヶ月間のPrEP

の使用経験は 10.5％であった。コンドーム常

用割合は 21.1％であった。 

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセン

ターのことをあまり知らない人・全く知らない

人の割合は 39.5％であった。 

 

5）実施しての振り返り 

『dista でピタッとちぇっくん』では、コロ

ナ禍では自粛の影響や周囲の商業施設が休業

していることもあり利用者数が減少していた

が、今年度は平均で 20 人前後の利用があり、

回復傾向にあった。しかし、コロナ禍以前では

平均で 30 人前後であったため、検査控えは続

いている印象がある。 

『¥0 性病検査！頼れる街のお医者さん』で

は医療機関は 12 か所に協力していただいてい

るが、受検者数は減少傾向となった。コロナに

よる行動自粛の影響も受けている可能性があ

り、一方で初受検者数が少なかったことから、

定期的な利用者にとっては、コロナの影響は低

いと考える。今年度は、商業施設営業状況から

紙資材配布が半減し、アプリによる広報は効果

的であった。しかし、アプリによる広報は、掲

載期間の短さから行動につながらなかった可

能性もある。また同じ医療機関へ依頼すること

で、利用者が固定化しやすい可能性もある。か

かりつけの医療機関があることが本取り組み

のメリットではあるが、今後 PrEP 使用者が増

えるとキャパシティ拡大することも重要であ

るため、新たな医療機関の開拓も必要と考える。 

ゆうそう検査では、商業施設へのアウトリー

チ、アプリ掲載、SNS を活用（動画）した。配

布方法や検査キットの使い方に加えて、U=U や

他の検査情報など交えた動画を作成した。ハッ

テン場での配布は、ハイリスク層へのアプロー

チを考慮して実施したが、協力を得られたのは

1 件のみであった。配布している中ですでにク
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リニック検査や dista でピタッとちぇっくん

を受けている人がおり、検査実施時期や配布場

所については検討が必要と考える。 

 

D.考察 

 緊急事態宣言や自粛要請もあり、進行は困難

を極めたが、センターが持つネットワークを駆

使して、宣伝、配布数増に努めた。 

ゆうそう検査の取り組みでは、解析対象とな

る人数が少ないものの、WEB 配布でこれまで

MSM 向け啓発をあまり・全く知らなかったもの

が全体の 4割を占める一方で、対面配布では 2

割程度にとどまった。しかし、ハッテン場での

配布の影響もあってか、対面配布の利用者の方

がハッテン場を利用した性交経験が 45.5％、3

人以上の複数人での性交経験も 40.9％と感染

リスク層であったことを考えると、対面、WEB

配布のいずれの手法も一定の効果は得られる

と考えられる。WEB 利用層にはこれまで届いて

いなかった層に、対面配布では配布基点を増や

す等の取り組みに発展させていくことが、コ

ミュニティ全体のセクシュアルヘルスにつな

がる可能性がある。 

 今後、コミュニティ内で対面型アウトリーチ

と組み合わせてどのように検査のニーズがあ

る感染リスクそうにどのようにリーチするか

が課題である。 

 

E.結論 

新型コロナ感染症に伴う自粛や休業に対応

しながらのゆうそう検査の進行には困難、課題

があったが、今後クリニック検査やセンターで

実施している検査提供プログラムと棲み分け

法も考えつつ最適な検査提供モデルを検討し

ていく必要がある。 
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表２ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要 

配布CBO
mash⼤阪/dista（⼤阪） 32 3.2% 22 4.3% 38 9.2% 8 7.9% 15 5.4% 115 5.0%

検査DATA 採取した⽉
2021年9⽉ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.02

2021年10⽉ 5 22.7% 9 23.7% 0 0.0% 14 18.7%
2021年11⽉ 4 18.2% 19 50.0% 6 40.0% 29 38.7%
2021年12⽉ 10 45.5% 6 15.8% 4 26.7% 20 26.7%
2022年1⽉ 3 13.6% 4 10.5% 5 33.3% 12 16.0%

合計 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 75 100.0%
検査DATA HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 1 4.5% 0 0.0% 1 6.7% 2 2.7% 0.17

陰性だった 21 95.5% 38 100.0% 13 86.7% 72 96.0%
判定不能 0 0.0% 0 0.0% 1 6.7% 1 1.3%
再罹患 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 75 100.0%
検査DATA 梅毒抗体検査結果

既往あり 1 4.5% 1 2.6% 0 0.0% 2 2.7% 0.06

初めて陽性と知った 1 4.5% 0 0.0% 3 20.0% 4 5.3%
陰性だった 17 77.3% 33 86.8% 10 66.7% 60 80.0%
判定不能 0 0.0% 2 5.3% 2 13.3% 4 5.3%
再罹患 3 13.6% 2 5.3% 0 0.0% 5 6.7%

合計 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 75 100.0%
検査DATA 結果閲覧の状況

未読 1 4.5% 1 2.6% 0 0.0% 2 2.7% 0.70

既読 21 95.5% 37 97.4% 15 100.0% 73 97.3%
合計 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 75 100.0%

年齢階級（10歳区分）
29歳以下 10 31.3% 4 18.2% 6 15.8% 8 53.3% 28 26.2% 0.04

30-39歳 14 43.8% 8 36.4% 22 57.9% 4 26.7% 48 44.9%
40-49歳 7 21.9% 5 22.7% 6 15.8% 3 20.0% 21 19.6%
50-59歳 1 3.1% 4 18.2% 1 2.6% 0 0.0% 6 5.6%
60歳以上 0 0.0% 1 4.5% 3 7.9% 0 0.0% 4 3.7%
年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 107 100.0%

配布⽅法とIDの利⽤状況

合計 Pearson
カイ2乗

アンケート
回答のみ

ID使⽤ ID不使⽤
対⾯配布 WEB配布 対⾯配布 WEB配布
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表３ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性 

居住地
北海道 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0% 0.45

東北 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 1 1.0%
北関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
東京 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 1 1.0%

南関東 1 3.1% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 2 2.0%
甲信越 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
北陸 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
東海 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
近畿 30 93.8% 21 95.5% 34 89.5% 9 90.0% 94 92.2%
中国 0 0.0% 1 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0%
四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
九州 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 1 1.0%
沖縄 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 10.0% 1 1.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 10 100.0% 102 100.0%
国籍

⽇本 32 100.0% 20 90.9% 36 94.7% 88 95.7% 0.26

アジア 0 0.0% 2 9.1% 2 5.3% 4 4.3%
欧⽶ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。
中⼼市街地 8 44.4% 14 53.8% 4 40.0% 26 48.1% 0.52

郊外住宅地 8 44.4% 12 46.2% 5 50.0% 25 46.3%
農村地域・漁村地域 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

⼭間部 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
離島 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 2 11.1% 0 0.0% 1 10.0% 3 5.6%
合計 18 100.0% 26 100.0% 10 100.0% 54 100.0%

性別
男性 32 100.0% 21 95.5% 36 94.7% 15 100.0% 104 97.2% 0.27

⼥性 0 0.0% 0 0.0% 2 5.3% 0 0.0% 2 1.9%
トランスジェンダー 0 0.0% 1 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 107 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。
はい 1 5.6% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.9% 0.27

いいえ 15 83.3% 26 100.0% 9 90.0% 50 92.6%
無回答 2 11.1% 0 0.0% 1 10.0% 3 5.6%

合計 18 100.0% 26 100.0% 10 100.0% 54 100.0%
居住形態

独居 20 62.5% 11 50.0% 26 68.4% 57 62.0% 0.37

同居 12 37.5% 11 50.0% 12 31.6% 35 38.0%
定住先はない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

配布⽅法とIDの利⽤状況

合計 Pearson
カイ2乗

アンケート
回答のみ

ID使⽤ ID不使⽤
対⾯配布 WEB配布 対⾯配布 WEB配布
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表４ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO 活動認知 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。
ある 24 75.0% 19 86.4% 32 84.2% 75 81.5% 0.49

ない（今回が初めての検査） 8 25.0% 3 13.6% 6 15.8% 17 18.5%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。
ある 17 53.1% 8 36.4% 25 65.8% 50 54.3% 0.09

ない 15 46.9% 14 63.6% 13 34.2% 42 45.7%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）
保健所 6 18.8% 3 13.6% 5 13.2% 14 15.2% 0.10

病院/クリニック 7 21.9% 3 13.6% 7 18.4% 17 18.5% 0.13

郵送検査 6 18.8% 2 9.1% 11 28.9% 19 20.7% 0.13

その他 2 6.3% 4 18.2% 8 21.1% 14 15.2% 0.05

過去6ヵ⽉間に、以下の施設を利⽤しましたか︖（複数回答）
ゲイバー 9 28.1% 5 22.7% 3 7.9% 17 18.5% 0.08

ゲイイベント 2 6.3% 6 27.3% 0 0.0% 8 8.7% <0.01

ゲイショップ 2 6.3% 3 13.6% 1 2.6% 6 6.5% 0.25

有料のハッテン場 20 62.5% 9 40.9% 11 28.9% 40 43.5% 0.02

野外のハッテン場 8 25.0% 4 18.2% 6 15.8% 18 19.6% 0.62

いずれもない 8 25.0% 6 27.3% 22 57.9% 36 39.1% <0.01

過去6ヵ⽉間に、恋⼈や友達、セックスする相⼿をさがすために以下のSNSや掲⽰板を利⽤しましたか。（複数回答）
Twitter 16 50.0% 6 27.3% 15 39.5% 37 40.2% 0.24

Instagram 1 3.1% 1 4.5% 2 5.3% 4 4.3% 0.91

VERO 3 9.4% 3 13.6% 4 10.5% 10 10.9% 0.88

9monsters 28 87.5% 16 72.7% 32 84.2% 76 82.6% 0.35

Men's Net Japan 4 12.5% 6 27.3% 3 7.9% 13 14.1% 0.11

KO-MENSTV 1 3.1% 2 9.1% 1 2.6% 4 4.3% 0.46

その他 2 6.3% 2 9.1% 3 7.9% 7 7.6% 0.92

いずれもない 0 0.0% 3 13.6% 3 7.9% 6 6.5% 0.12

過去１年間に、NGOや予防啓発を⾏う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利⽤したことがありますか。
受け取っていない 29 90.6% 15 68.2% 33 86.8% 77 83.7% 0.07

受け取ったけど、利⽤していない 1 3.1% 3 13.6% 0 0.0% 4 4.3%
受け取って、利⽤した 2 6.3% 4 18.2% 5 13.2% 11 12.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%
あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 5 15.6% 7 31.8% 7 18.4% 19 20.7% 0.17

少し知っている 8 25.0% 10 45.5% 16 42.1% 34 37.0%
あまり知らない 15 46.9% 3 13.6% 13 34.2% 31 33.7%

全く知らない 4 12.5% 2 9.1% 2 5.3% 8 8.7%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

配布⽅法とIDの利⽤状況

合計 Pearson
カイ2乗

アンケート
回答のみ

ID使⽤ ID不使⽤
対⾯配布 WEB配布 対⾯配布 WEB配布
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表５ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動① 

過去6ヵ⽉間に男性とセックスをしたことがありますか︖
ある 32 100.0% 17 77.3% 33 86.8% 82 89.1% 0.03

ない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ⽉間に、セックスをした相⼿は、以下のどれにあてはまりますか︖（複数回答）
彼⽒や恋⼈ 7 21.9% 4 18.2% 2 5.3% 13 14.1% 0.02

友達やセクフレ 23 71.9% 11 50.0% 22 57.9% 56 60.9% 0.11

その場限りの相⼿ 25 78.1% 10 45.5% 19 50.0% 54 58.7% 0.03

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
過去6ヵ⽉間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った⼈とセックスをしたことがありますか。

ある 30 93.8% 13 59.1% 28 73.7% 71 77.2% 0.04

ない 2 6.3% 4 18.2% 5 13.2% 11 12.0%
過去6ヶ⽉間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ⽉間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。
ある 22 68.8% 10 45.5% 13 34.2% 45 48.9% <0.01

ない 10 31.3% 7 31.8% 20 52.6% 37 40.2%
過去6ヶ⽉間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ⽉間に、複数⼈（3⼈以上）で同時にセックスをしたことがありますか。
ある 9 28.1% 9 40.9% 11 28.9% 29 31.5% 0.04

ない 23 71.9% 8 36.4% 22 57.9% 53 57.6%
過去6ヶ⽉間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ⽉間に、相⼿にお⾦を払ってセックスをしたことがありますか。
ある 3 9.4% 2 9.1% 2 5.3% 7 7.6% 0.10

ない 29 90.6% 15 68.2% 31 81.6% 75 81.5%
過去6ヶ⽉間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ⽉間に、相⼿からお⾦をもらってセックスをしたことがありますか。
ある 0 0.0% 1 4.5% 0 0.0% 1 1.1% 0.03

ない 32 100.0% 16 72.7% 33 86.8% 81 88.0%
過去6ヶ⽉間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ⽉間に、セックスのときにドラッグを使⽤したことがありますか。
ある 3 9.4% 0 0.0% 1 2.6% 4 4.3% 0.04

ない 29 90.6% 17 77.3% 32 84.2% 78 84.8%
過去6ヶ⽉間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ⽉間のコンドーム使⽤状況
⾮常⽤ 27 84.4% 12 54.5% 25 65.8% 64 69.6% 0.07

常⽤ 5 15.6% 5 22.7% 8 21.1% 18 19.6%
過去6ヶ⽉間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

配布⽅法とIDの利⽤状況

合計 Pearson
カイ2乗

アンケート
回答のみ

ID使⽤ ID不使⽤
対⾯配布 WEB配布 対⾯配布 WEB配布
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表６ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。
とてもよく知っている 11 34.4% 9 40.9% 12 31.6% 32 34.8% 0.71

具体的には知らないが、聞いた 18 56.3% 12 54.5% 20 52.6% 50 54.3%
まったく知らない 3 9.4% 1 4.5% 6 15.8% 10 10.9%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使⽤意図
服薬したくない/どちらかといえば 2 6.3% 9 40.9% 4 10.5% 15 16.3% <0.01

服薬したい/どちらかといえば 30 93.8% 13 59.1% 34 89.5% 77 83.7%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ⽉間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使⽤経験
ない 26 81.3% 19 86.4% 34 89.5% 79 85.9% 0.61

ある 6 18.8% 3 13.6% 4 10.5% 13 14.1%
合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）
梅毒 4 12.5% 4 18.2% 3 7.9% 11 12.0% 0.49

A型肝炎 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
B型肝炎 2 6.3% 2 9.1% 1 2.6% 5 5.4% 0.55

C型肝炎 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.1% 0.39

クラミジア 2 6.3% 3 13.6% 4 10.5% 9 9.8% 0.65

尖圭コンジローマ 2 6.3% 4 18.2% 1 2.6% 7 7.6% 0.09

淋病 1 3.1% 0 0.0% 4 10.5% 5 5.4% 0.17

HIV感染症 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
⾚痢アメーバ 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 1 1.1% 0.49

⽑じらみ 5 15.6% 8 36.4% 10 26.3% 23 25.0% 0.22

性器ヘルペス 2 6.3% 2 9.1% 1 2.6% 5 5.4% 0.55

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
いずれもない 20 62.5% 7 31.8% 22 57.9% 49 53.3% 0.06

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）
アプリ広告で知った 5 27.8% 14 53.8% 3 30.0% 22 40.7% 0.24

インターネットで知った 3 16.7% 6 23.1% 3 30.0% 12 22.2% 0.46

コミュニティセンターで知った 6 33.3% 1 3.8% 2 20.0% 9 16.7% 0.03

ゲイバーで知った 2 11.1% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.7% 0.12

友達から聞いた 0 0.0% 2 7.7% 1 10.0% 3 5.6% 0.34

その他 4 22.2% 3 11.5% 1 10.0% 8 14.8% 0.35

【事後アンケート】指先からの採⾎は簡単でしたか。
簡単だった 11 61.1% 17 65.4% 6 60.0% 34 63.0% 0.99

どちらでもない 3 16.7% 4 15.4% 2 20.0% 9 16.7%
難しかった 3 16.7% 4 15.4% 2 20.0% 9 16.7%

無回答 1 5.6% 1 3.8% 0 0.0% 2 3.7%
合計 18 100.0% 26 100.0% 10 100.0% 54 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。
回答した 15 83.3% 25 96.2% 8 80.0% 48 88.9% 0.50

していない 1 5.6% 0 0.0% 1 10.0% 2 3.7%
無回答 2 11.1% 1 3.8% 1 10.0% 4 7.4%

合計 18 100.0% 26 100.0% 10 100.0% 54 100.0%

配布⽅法とIDの利⽤状況

合計 Pearson
カイ2乗

アンケート
回答のみ

ID使⽤ ID不使⽤
対⾯配布 WEB配布 対⾯配布 WEB配布
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